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今年の GW を、皆様はどのように過ごしておられるでしょうか。国民の

祝日が並んでいますが、昨日はみどりの日でした。季節としては新緑の

時、行事としては植樹祭があり、日本はみどりを大切にしている国である

ことを改めて思います。パソコンやスマホからは出ているブルーライトは

目を疲れさせますが、グリーンライトは癒し効果があるとのことで、この

時期には緑豊かな森や、新緑の草木を見ることによって癒されることを実

感いたします。 

イザヤ書 35 章は、荒涼とした地を表す三つのことばが冒頭に出てきま

す。荒野と砂漠と荒れ地です。私たちとしては、水の無い渇ききった地の

ようなイメージです。植物はほとんど生えていないのではないかと思うの

ですが、そこに花が咲くというのです。新改訳 2017 ではサフランと訳さ

れていますが、バラ、ユリ、クロッカスなどとも訳されています。アネモ

ノかもしれません。6 節、7 節には、水が湧き出し、川が流れ、沢ができ

るとあります。神の造られた世界が生き生きと回復していくさまが、描か

れているのです。 

これは、捕らわれていたイスラエルの民が強大な国から解放され、彼ら

の地に帰って町を建て直し、神殿を再建することを預言する言葉です。そ

れと共に、罪の中にとらわれていた人たちが、贖い主であるイエスから救

い出されることを預言している言葉ともいえます。それは、イエスキリス

トの到来によって成就した神の救いの御業です。 

それまた、再臨をも示します。十字架にかけら死んでよみがえられた主

は今天におられるのですが、やがて再びおいでになって新しい天と新しい

地になるときに、この預言は完全に成就します。それは、破壊された地

が、ふたたび回復されるときでもあるのです。黙示録のイメージからすれ

ば、緑色だけでなく、金や様々な宝石によって彩られるようなすばらしく

調和された色遣いのところであることでしょう、天の御国、神の国なので

す。 

8 節には、そこに続く大路、聖なる道が敷かれています。これは、主イ

エスキリストご自身にほかなりません。この方を通して、私たちも命にあ

ふれる日々を送ることができるのです。自分の行いではない、神の救いの

御業が、既に開かれているのです。 

2024.5.5 丘の上 NO.724 

春日部福音自由教会 山田豊 荒野はみどりに イザヤ 35:1-10 
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引用聖句 

ルカ 4:17-21 すると、預言者イザヤの書が手渡されたので、その書を開

いて、こう書いてある所を見つけられた。18 「わたしの上に主の御霊

がおられる。主が、貧しい人々に福音を伝えるようにと、わたしに油

をそそがれたのだから。主はわたしを遣わされた。捕らわれ人には赦

免を、盲人には目の開かれることを告げるために。しいたげられてい

る人々を自由にし、19 主の恵みの年を告げ知らせるために。」 

イザヤ 61:1-2 神である主の霊が、わたしの上にある。【主】はわたしに

油をそそぎ、貧しい者に良い知らせを伝え、心の傷ついた者をいやす

ために、わたしを遣わされた。捕らわれ人には解放を、囚人には釈放

を告げ、2 【主】の恵みの年と、われわれの神の復讐の日を告げ、す

べての悲しむ者を慰め、 

イザヤ 49:15 「女が自分の乳飲み子を忘れようか。自分の胎の子をあわ

れまないだろうか。たとい、女たちが忘れても、このわたしはあなた

を忘れない。 

ヨブ 33:28 神は私のたましいを贖ってよみの穴に下らせず、私のいのち

は光を見る」と。 

ヨブ 19:25 私は知っている。私を贖う方は生きておられ、後の日に、ち

りの上に立たれることを。 

マルコ 10:45 人の子が来たのも、仕えられるためではなく、かえって仕

えるためであり、また、多くの人のための、贖いの代価として、自分

のいのちを与えるためなのです。」 

ローマ 3:23-24 すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受ける

ことができず、ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖い

のゆえに、価なしに義と認められるのです。 

エペソ 1:7 この方にあって私たちは、その血による贖い、罪の赦しを受

けています。これは神の豊かな恵みによることです。 

コロサイ 1:14 この御子のうちにあって、私たちは、贖い、すなわち罪の

赦しを得ています。 

ヨハネ 14:6  イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理であり、

いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもと

に来ることはありません。 

 

 

 

 


